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(p <0.01)な低下が見られた。以上をまとめると、 1) 
有様素性運動を作わない減量では tJlcvsに変化はみられず、
2) tHcysの変化は最大酸素摂叡量の変化と存室、に正相関
し、 3) Ilyperhcys 芸・にi)J~定した場合においても、 tHcys 
の託子が見られたのは、有酸素性運動を実施した者であっ
たの{結論}有骸素性運動を伴う体重減量はl:fil清ホモシス
テインの減少に有効であるつ
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